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1.緒言：超低地球軌道環境における原子状酸素と高質量分子の同時衝突による材料の劣化を地上

評価するために、Ar と O2 混合ガスを用いたレーザー駆動ガスプラズマを利用する地上模擬試験

法が開発されつつある。この際、レーザープラズマから発生する極端紫外線 (EUV)は、地上模擬

試験において材料劣化を促進し実宇宙環境との差異を生む原因となると同時に、プラズマ内の原

子の挙動を解析するためのツールとしても用いることができる可能性がある。そこで本研究では、

N2と O2のレーザー駆動混合ガスプラズマから発生する EUV スペクトルを計測し、Ar と O2の混

合ガスプラズマから発生する EUVとの比較を行った。 

2.実験装置及び実験方法：本実験では宇宙環境模擬試験に使用されているレーザーデトネーショ

ン法を用いた。EUV スペクトルは斜入射型極端紫外線分光器によって分光し、イメージングプレ

ート上に記録した。ターゲットガスとしては 100%O2、100%N2、100%Ar、50%O2+50%N2、

50%O2+50%Arの各種ターゲットガスについて実験を行った。 

3.実験結果及び考察：O2と N2ならびに 50%O2+50%N2ガスプラズマからの EUV スペクトルを測

定した結果、混合ガスのスペクトル中には O2および N2由来のスペクトル線が観察された。それ

に対して、O2と Arの混合プラズマでは Ar由来の発光がほとんど観測されず、O 由来の発光ピー

クのみが強く観察された（Fig.1）。これはプラズマ中の電子のエネルギーが O2を解離するために

消費され、Arを多段階電離する電子の

数が減少した、または高い衝突断面積

を有する多価 Ar イオンが AO/O2と電

荷交換衝突を起こし、AO/O2 の電離を

促進するとともに EUV 発光に由来す

る Ar イオン密度の減少を引き起こし

たためと考えられる。 
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Fig.1 Comparison of the EUV spectra from the Ar and O2 
and their mixed targets. 100%Ar and 100% O2 spectra are 

shifted for better view. 
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